
 

 

 

 

 

 

 

 

８月２０日から始まった長かった２学期も、今日が最終日です。日々の生活を通して、みなさん一人一人

が、そして各学級・学年が成長してくれたことを、とても頼もしく感じています。 

 さて、明日から冬休みです。コロナで自粛しなければならないこともたくさんありますが、しっかり楽し

みつつ、普段できないことにチャレンジし、充実したものにしてもらえたらと思います。 

そこでお願いです。生徒会スローガン「着実・誠実・結実」の「結実」にむけて、準備をしてください。 

結実  草木が果実を結ぶこと。転じて、一般に努力の成果をあげること。（「広辞苑」より） 

植物は種から芽を出し、根を伸ばし、葉を茂らせ、茎を伸ばし、花を咲かせ、最後に実を結びます。 

そこまでの日々の成長があるから、最後に結実するのです。 

３学期は、みなさん一人一人が、花を咲かせ、実を結ぶ時です。冬休みは、その準備の時期と言っていい

でしょう。特に３年生は、勝負の時です。一日一日を大切に、計画的に過ごしましょう。 

 

 

 

１２月１０日（木）の放課後、地域の方から学校にお礼の電話がありました。 

その方は、車を運転していたのですが、うっかり脱輪してしまったそうです。困っていると、下校中の女

子生徒が４名通りかかり、「大丈夫ですか？」と声をかけてくれたそうです。彼女たちは、その方が困って

いる様子を見て、手伝おうとしました。すると、さらに下校で通りがかった４名の女子生徒がその様子を見

て立ち止まり、一緒に手伝ってくれたそうです。しばらくして、さらに通りがかった２～３人が・・・。最

後には、全部で１０名を超える女子生徒が手伝ってくれたそうです。その親切に、大変感動し、わざわざ学

校まで電話をかけてくれたのです。ほっこりと温かい気持ちになる１日の終わりでした。 

 

 

１２月３日（木）、８事業所から講師の先生をお迎えし、２年生を対象に職業出前講座を行いました。  

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

●●保護者の皆様へ～第３回資源回収参加見送りについて～●●●●●●●●●●●●●●●● 

 新型コロナウイルス感染防止のために、第３回資源回収につきましては、全ての分館において、学校とし

て中学生が参加することは見送ることでお願いしましたので、お知らせします。このことについては、町内

の小学校も同じ対応になります。ただし、保護者の方の判断で、お子様を連れて資源回収に出られることに

ついては差し支えありません。 

詫間中学校学校通信    The Way of the Turtle ～着実・誠実・結実～ 
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○笑顔・感謝の大切さと、心を開いてポジティブになるということを学びました。笑顔は悪い印象を与えず誰に対

しても好印象を与えるので大切だと思いました。 

○社会に出たときに、自分が苦手なところは得意な人にサポートしてもらって、自分の得意なところで苦手な人を

サポートできるように、一つ一つのことを積み上げて、自分の得意なことを伸ばしていきたいと思ったし、その

得意なことを大事にしたいです。 

○①今している勉強をしっかり行って無駄は一切無い。②自分が関わっている人を大事にする。③困っている人が

いたら助けてあげよう。この三つが心に響きました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１２月は、「人権週間」や「障害者週間」があり、人権について考える行事が全国各地で行われています。

詫間中学校でも、１２月１０日（木）に人権集会を行い、それまで学習してきた人権の発表などから、再度

人権について考えを深める機会をもちました。 

なぜ人権について考えなければならないのでしょうか？ 

事前に、全校生徒を対象にしたアンケートは、次のような結果となりました。 

●あなたには、困ったときに相談できる友達がいますか？ 

 たくさんいる（58.2％） いる（３５．７％） あまりいない（４．４％） いない（１．７％） 

●あなたは、友だちを傷つけたなと思うことがありますか？ 

 よくある（４．８％）  ある（４９．８％）  あまりない（３９．４％） ない（６．０％） 

●あなたは友だちに勇気づけられたことはありますか？ 

 よくある（３１．３％） ある（３７．８％）  あまりない（２６．５％） ない（３．２％） 

●あなたの周りでつらい思いをしている人を見たことがありますか？ 

よくある（４．０％）  ある（３６．９％）  あまりない（５１．０％） ない（８．４％） 

 この結果を見てみなさんはどう思いますか？ 

 

なぜ人権について学習するのでしょう？それは、詫間中学校をいじめ

や差別のない、誰もが楽しく通える学校にしたいからです。そして、差

別や偏見のない社会にしたいからです。 

  

「こころ」は誰にもみえないけれど 

 「こころづかい」は見える 

 「思い」は見えないけれど 

「思いやり」は誰にでも見える 

（「ＡＣジャパン広告」より） 

人は誰も、他人を思いやるこころや思いをもっています。差別や偏見

に負けず、それを「こころづかい」や「おもいやり」という形にする勇

気が大切です。 

「差別や偏見をしない、許さない」意識を一人一人が忘れなければ、

きっと、誰にとっても楽しい学校やすばらしい社会になることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○江口いとさんの「人の値打ち」を久しぶりに聞いて、世間の目はその人の本質を見てはいなかった、というこ

とが分かってとても心が揺さぶられました。自分は相手のことを思いやっているか、傷つけてはいないか、今

一度振り返ってみようと思いました。 

○校長先生が最後に言っていた「不安な子がいる時点でダメ」という言葉がとても心に残った。コロナにかかっ

た人を差別するような行動はしないようにしたい。 

○今日の人権集会を通して、差別は絶対にダメだと思いました。いじめ・偏見などが今になってもなくならない

のが本当に醜いと思いました。生徒会の人たちが行っていた寸劇は、笑い事でなく、今現実で起こっていると

思うと、とても悲しいです。 

○今、実際いじめられている人がいたり、つらい人がいたりする時、私はすぐに助けにいけるのかと考えてみる

と、自分もいっしょにいじめられてしまうのではないかという不安があるので、そんな自分のダメな気持ちは

やめて、すぐに助けに行けるような人になりたいと思いました。 

○今日の人権集会で、差別という言葉についてさらに深く考えることができました。私は、学校や社会でのさま

ざまな差別があるということを、たくさんの人に伝えたいと思いました。まだ、差別というのがどんなことな

のかということを知らない人たちや、まちがった考えをもつている人たちに、伝えていきたいと思います。 

○今日、人権集会を終えて、人権という言葉がある意味、差別が無くならないのはなぜか、いじめというものが

どれだけ人を傷つけるかなど、様々なことをもう一度改めて考える機会になりました。たとえ、どんな小さな

ことでも、相手にとってはつらいことになるかもしれないし、また、それをきっかけにいじめの被害者にも加

害者にもなり得る可能性があると思います。だから自分の言動をもう少し慎重に考えようと思いました。また、

家族とも、今日学んだことを話し合いたいです。 

 

 


